
文学部教員によるエッセイ 
私の選択 
 

指導教員の横澤一彦先生をはじめとする先生方、研究者が身内にいない中

で謎の世界に足を踏み入れた娘を心配しつつも口出しせずに見守ってくれ

た両親、この時期を一緒に過ごしてくれた心強い同期や仲間たちに今でも

深く感謝している。その後、ポスドク時代、前任校への教員としての就職、

そして 2022 年春の東大の文学部心理学研究室への着任と、一貫して師や

同僚・仲間、学生たち、環境に非常に恵まれて今日に至る。 
以上のように「結果オーライになるようにしている」と書くとなんだか

後ろ向きに聞こえるかもしれない。少なくとも、ちょっと格好は悪い。そ

れに、大学教員という職業に就いたことを「なかなかややこしい職業を選

んだなぁ」と思うことも多々ある。うまく結果オーライにしきれていない

部分だって多々ある。しかし、いまだに結果オーライになるように日々努

める中で、研究や大学教員の世界は当初の自分の想像以上に豊かで奥が深

いことに気付かされ続け、うっかり道を踏み外した自分を楽しんでもいる。

研究の世界は広大だし、学生たちから良い刺激を受け、学んでいる。これ

は、このような進路を選ぶ前の私のちっぽけな知識と想像力では十分にわ

からなかったことだ（ちなみに、もしかしたら、あの時に一般企業への就

職を選んでいた場合も「結果オーライ」行動を発動し、満足して生きてい

たかもしれない。それはそれでいい）。世の中には、自分の進むべき先をしっ

かりと予想し、それを見据えて行動できる人もいる。ひょっとしたら、こ

の雑文をお読みの方の中には、「そのような人でないと研究者にはなれない

のではないか」と思っている方もいるかもしれない。しかし、実際には私

のような不器用者もいるということで、ご参考までに。 
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さらに詳しく知るために 
 
 

 
この『PROSPECTUS』は、文学部の各専修課程に関する説明を中心に

構成されており、文学部のすべてについて紹介するものではありません。

文学部についてもっと知りたいと考えている方も、少なくないでしょう。

そういう皆さんには、以下のようなものが用意されていますので、ぜひ活

用してください。 
 
（１）『東京大学文学部便覧』 
 4 月にその年度の版が公開されます。文学部の規則や授業日程、認定科

目一覧、教員免許や学芸員資格を取得する方法、教室・研究室案内図、電

話番号一覧、総合図書館などの本郷の諸施設の利用案内といったものを網

羅しており、これをみれば、文学部で学生生活を送るのに具体的に必要な

事柄はたいていわかると言っても過言ではありません。 
https://www.l.u-tokyo.ac.jp/student/11469.html 
  
（２）『東京大学文学部授業科目一覧・授業時間割』（文学部ホームページ

「在学生ポータル」に掲載：https://www.l.u-tokyo.ac.jp/student.html） 
 文学部では、800 近い講義と演習が開講されますが、その科目一覧と時

間割が記されています。文学部の講義は毎年内容が変わるので、来年進学

する皆さんがそのまま使うことはできませんが、文学部でどのような授業

をしているか、そのアウトラインはつかめると思います。授業の詳細は

Web 上の UTAS でシラバスを見てください。 
 
（３）『東京大学大学院人文社会系研究科・文学部 教育・研究年報』 
 これは隔年刊で、最新版は 2025 年 2 月に刊行されました。文学部所属

各教員の紹介のために大部分のページを割いています。それぞれの教員ご

とに、略歴、研究課題と概要、著作・論文等の研究業績（最近 2 年間）、

学内外での活動が記されています。皆さんが本郷に進学して教えを受ける
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ことになる文学部教員が学問的にどのような活動をしているかは、この最

新版とバックナンバーによっておよそわかりますから、それをたよりに、

図書館で教員の著作や論文を読んでみるのもよいでしょう。 
 『研究・教育年報』は、個別配布はしませんが、文学部ホームページに

掲載されていて、閲覧することができます。 
https://www.l.u-tokyo.ac.jp/schema/annual.html 
 
（４）文学部ホームページ 
 文学部はインターネットのホームページでも情報提供しています。学部

だけでなく大学院の情報も提供されていますので（正式にはこのホーム

ページは「大学院人文社会系研究科・文学部」のホームページなのです）、

将来の進学を考えている人にとっては大学院の様子を知るための参考にも

なるでしょう。アドレスは https://www.l.u-tokyo.ac.jp/ です。 

文学部情報館 

専修課程への問い合わせ 
 
 

 
学生の皆さんの中には、それぞれの専修課程について、より詳しい情報

が必要だという人もいるでしょう。以下のような方法で、必要な情報を個

別に入手することができます。 
 
（１）講義担当の教員に尋ねる 
 文学部の多くの専修課程は、「持ち出し専門科目」（教養学部 2 年生を対

象とする、文学部の専門科目）や、「総合科目」（教養学部 1・2 年生を対

象とし、文学部教員が担当する教養学部総合科目）を開講しています。関

心のある専修課程の講義や演習に出席して、終了した後に、担当教員に質

問するとよいでしょう。著作を通して厳格な印象を与える教員が、話して

みると実に気さくな人だったりして、意外な発見があるかもしれません。

怖がらずに近づいてみましょう。 
 
（２）メール・電話で問い合わせる 

各専修課程には、学生の皆さんの質問に応じるための体制ができていま

す。専修課程のメールアドレスと電話番号は、文学部ホームページ

（https://www.l.u-tokyo.ac.jp/faculty/chart.html）に掲載されています。

遠慮なく連絡するとよいでしょう。ただし、多くの専修課程では、夏休み

中（7 月下旬から 9 月上旬）の研究室開室が毎週一回程度になりますので、

注意してください。 

212



文学部情報館 

ことになる文学部教員が学問的にどのような活動をしているかは、この最
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将来の進学を考えている人にとっては大学院の様子を知るための参考にも

なるでしょう。アドレスは https://www.l.u-tokyo.ac.jp/ です。 
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専修課程への問い合わせ 
 
 

 
学生の皆さんの中には、それぞれの専修課程について、より詳しい情報

が必要だという人もいるでしょう。以下のような方法で、必要な情報を個

別に入手することができます。 
 
（１）講義担当の教員に尋ねる 
 文学部の多くの専修課程は、「持ち出し専門科目」（教養学部 2 年生を対

象とする、文学部の専門科目）や、「総合科目」（教養学部 1・2 年生を対

象とし、文学部教員が担当する教養学部総合科目）を開講しています。関

心のある専修課程の講義や演習に出席して、終了した後に、担当教員に質

問するとよいでしょう。著作を通して厳格な印象を与える教員が、話して

みると実に気さくな人だったりして、意外な発見があるかもしれません。

怖がらずに近づいてみましょう。 
 
（２）メール・電話で問い合わせる 

各専修課程には、学生の皆さんの質問に応じるための体制ができていま

す。専修課程のメールアドレスと電話番号は、文学部ホームページ

（https://www.l.u-tokyo.ac.jp/faculty/chart.html）に掲載されています。

遠慮なく連絡するとよいでしょう。ただし、多くの専修課程では、夏休み

中（7 月下旬から 9 月上旬）の研究室開室が毎週一回程度になりますので、

注意してください。 
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企業 官庁 教育 他

哲学 16 5 8 3
中国思想⽂化学
インド哲学仏教学 2 1 1
倫理学 9 1 6 1 1
宗教学宗教史学 15 4 7 1 1 2
美学芸術学 24 6 1 13 1 1 2
イスラム学
⽇本史学 18 3 12 1 2
東洋史学 9 3 1 2 1 1 1
⻄洋史学 13 6 4 2 1
考古学 1 1
美術史学 10 5 4 1
⾔語学 16 5 11
⽇本語⽇本⽂学（国語学） 7 1 4 2
⽇本語⽇本⽂学（国⽂学） 14 3 7 1 2 1
中国語中国⽂学 3 3
インド語インド⽂学 1 1
英語英⽶⽂学 15 1 9 1 1 2 1
ドイツ語ドイツ⽂学 1 1
フランス語フランス⽂学 8 1 4 1 2
スラヴ語スラヴ⽂学 1 1
南欧語南欧⽂学 3 1 2
現代⽂芸論 5 2 3
⻄洋古典学 3 1 1 1
⼼理学 27 9 15 1 2
社会⼼理学 17 3 13 1
社会学 50 15 29 2 1 3

⽂学部総計 288 78 2 156 8 9 8 25 2
27.1% 0.7% 54.2% 2.8% 3.1% 2.8% 8.7% 0.7%

学⽣⽀援チーム(学部担当) 進路調査票データに基づく

不明者

2023年度
専修課程別進路状況（全体）

専修課程名
卒業者
総数

⼤学院
等進学

外国の
学校

就     職 進学
就職
以外

2023年度

哲学 8 3 3 1 1
中国思想⽂化学
インド哲学仏教学 1 1
倫理学 8 1 2 1 2 1 1
宗教学宗教史学 9 3 1 1 1 1 1 1
美学芸術学 15 1 1 4 1 1 2 1 1 1 1 1
イスラム学
⽇本史学 13 1 1 3 2 1 1 1 2 1
東洋史学 4 1 1 1 1
⻄洋史学 4 1 2 1
考古学
美術史学 5 2 1 1 1
⾔語学 11 4 1 1 2 1 1 1
⽇本語⽇本⽂学（国語学） 4 1 1 1 1
⽇本語⽇本⽂学（国⽂学） 10 1 2 2 2 1 2
中国語中国⽂学 3 1 1 1
インド語インド⽂学
英語英⽶⽂学 11 3 4 2 1 1
ドイツ語ドイツ⽂学 1 1
フランス語フランス⽂学 5 1 1 1 1 1
スラヴ語スラヴ⽂学
南欧語南欧⽂学
現代⽂芸論 3 1 1 1
⻄洋古典学 2 1 1
⼼理学 18 3 4 5 1 1 1 2 1
社会⼼理学 14 1 3 4 1 1 1 1 1 1
社会学 32 1 4 6 6 1 2 2 4 2 1 2 1
⽂学部総計 181 6 2 2 2 38 31 21 10 5 7 14 16 2 9 8 8

3% 1% 1% 1% 21% 17% 12% 6% 3% 4% 8% 9% 1% 5% 4% 4%

学⽣⽀援チーム(学部担当) 進路調査票データに基づく

⾦融
保険

情報
通信

教育

専修課程別進路状況（就職者の内訳）

専修課程名
就職
者数

出版
印刷

新聞 放送
ｺﾝｻﾙ
ﾀﾝﾄ

商社
流通

建設
不動産広告 製造

             ⽂学部情報館

運輸
郵便

サー
ビス

官公
庁

その
他

ｴﾈﾙ
ｷﾞｰ

文学部情報館 

ことになる文学部教員が学問的にどのような活動をしているかは、この最

新版とバックナンバーによっておよそわかりますから、それをたよりに、

図書館で教員の著作や論文を読んでみるのもよいでしょう。 
 『研究・教育年報』は、個別配布はしませんが、文学部ホームページに

掲載されていて、閲覧することができます。 
https://www.l.u-tokyo.ac.jp/schema/annual.html 
 
（４）文学部ホームページ 
 文学部はインターネットのホームページでも情報提供しています。学部

だけでなく大学院の情報も提供されていますので（正式にはこのホーム

ページは「大学院人文社会系研究科・文学部」のホームページなのです）、

将来の進学を考えている人にとっては大学院の様子を知るための参考にも

なるでしょう。アドレスは https://www.l.u-tokyo.ac.jp/ です。 

文学部情報館 

専修課程への問い合わせ 
 
 

 
学生の皆さんの中には、それぞれの専修課程について、より詳しい情報

が必要だという人もいるでしょう。以下のような方法で、必要な情報を個

別に入手することができます。 
 
（１）講義担当の教員に尋ねる 
 文学部の多くの専修課程は、「持ち出し専門科目」（教養学部 2 年生を対

象とする、文学部の専門科目）や、「総合科目」（教養学部 1・2 年生を対

象とし、文学部教員が担当する教養学部総合科目）を開講しています。関

心のある専修課程の講義や演習に出席して、終了した後に、担当教員に質

問するとよいでしょう。著作を通して厳格な印象を与える教員が、話して

みると実に気さくな人だったりして、意外な発見があるかもしれません。

怖がらずに近づいてみましょう。 
 
（２）メール・電話で問い合わせる 

各専修課程には、学生の皆さんの質問に応じるための体制ができていま

す。専修課程のメールアドレスと電話番号は、文学部ホームページ

（https://www.l.u-tokyo.ac.jp/faculty/chart.html）に掲載されています。

遠慮なく連絡するとよいでしょう。ただし、多くの専修課程では、夏休み

中（7 月下旬から 9 月上旬）の研究室開室が毎週一回程度になりますので、

注意してください。 
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企業 官庁 教育 他

哲学 16 5 8 3
中国思想⽂化学
インド哲学仏教学 2 1 1
倫理学 9 1 6 1 1
宗教学宗教史学 15 4 7 1 1 2
美学芸術学 24 6 1 13 1 1 2
イスラム学
⽇本史学 18 3 12 1 2
東洋史学 9 3 1 2 1 1 1
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⻄洋古典学 3 1 1 1
⼼理学 27 9 15 1 2
社会⼼理学 17 3 13 1
社会学 50 15 29 2 1 3

⽂学部総計 288 78 2 156 8 9 8 25 2
27.1% 0.7% 54.2% 2.8% 3.1% 2.8% 8.7% 0.7%
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各専修課程には、学生の皆さんの質問に応じるための体制ができていま

す。専修課程のメールアドレスと電話番号は、文学部ホームページ

（https://www.l.u-tokyo.ac.jp/faculty/chart.html）に掲載されています。

遠慮なく連絡するとよいでしょう。ただし、多くの専修課程では、夏休み

中（7 月下旬から 9 月上旬）の研究室開室が毎週一回程度になりますので、

注意してください。 
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